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３号機水素爆発時の可燃性有機物を

供給した可能性のある物質

東京電力福島第一原子力発電所における
事故の分析に係る検討会 第４３回会合
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はじめに

2021年中間取りまとめで示した、３号機水素爆発時に原子炉建屋南東側天井部付近で確認された
黄橙色の火炎について、その発色等の要因として、炭素を含む可燃性有機物が考えられるが、そ
の供給源は何かは特定できていない。
また、３号機水素爆発時に生じた上昇する黒煙が生じた要因も特定できていない。

今般、可燃性有機物の供給源となり得るものとして、原子炉建屋天井部に施工されている「アスファ
ルト防水層」に着目した。

アスファルト防水層は、可燃性有機物の供給源として物量的には十分であるが、アスファルト防水
層が水素爆発時の火炎色や黒煙に寄与したかどうかまでの十分な知見はない。



3

３号機水素爆発時の火炎

① 建屋屋根東南部の火炎
（黄橙色）拡大

② 建屋屋根、見かけ上ス
タック左にも小火炎

③ 建屋南壁の崩落拡大は5
階部分下部に進んで一
旦停止

④ 東南角への噴出は進行
し、４号機建屋の陰にま
で至った。

⑤ 中央部上方へ膨張

図３－６ ２／６０秒時点での３号機原子炉建屋

出典：東京電力福島第一原子力発電所事故の調査・分析に係る中間取りまとめ～2019 年9 月から2021 年3 月までの検討～（2021 年3 月5 日、東京電力福島第一原子力発電所
における事故の分析に係る検討会）別添１０



4出典：工事計画認可申請書添付資料（原子炉建家の強度計算書）の記載内容（第13回事故分析検討会資料４より抜粋）

アスファルト防水層の物量

東京電力ホールディングス株式会社の工事計画認可申請書添付書類によると、３号機原子炉建屋
天井部に存在するアスファルト防水層の重量は、少なくとも20数トン（※）である。

※アスファルト防水層の単位重量×天井面積（最上階の面積）=15(kg/m2)×46(m)×34(m)=23,460(kg)=約23(t)

３号機原子炉建屋５階



コアの確認状況

5写真は、いずれも2023年7月27日原子力規制庁撮影

２号機原子炉
建屋屋上 ３号機原子炉建屋

2号機原子炉建屋
天井から抜いたコア

コンクリートコア
の防水層

防水層の残骸屋上表面
の防水層

第39回事故分析検討会資料４－６（抜粋）



３号機原子炉建屋南東側階段（2階と3階の間）の状況

6写真は、いずれも2024年3月1日原子力規制庁撮影

アスファルト防水層の
破片と思われる物質



３号機原子炉建屋南東側階段（1階付近）の状況

7写真は、いずれも2024年3月1日原子力規制庁撮影

アスファルト防水層の
破片と思われる物質

アスファルト防水層の
破片と思われる物質


